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は じ め に
効果的なソーシャルワーク実践のためには，援助者が十分な共感性を持つこ
とが求められる（Gerdes & Segal,2011; Trevithick,2005）。問題を抱える人々
を援助するソーシャルワーク専門職が，目の前にいるクライエントの立場を理
解し，共感的態度で関わることは，援助される側の抵抗を軽減し，問題解決の
ための情報開示を促す（Forrester, Kershaw, Moss, & Hughes, 2008; Forester,
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合計 48 32（66．7％） 16（33．4％）
表1 本研究への参加者の内訳（N＝48）
*は，合計3回（実習開始直前，実習終了直後，実習終了1か月後）の質問紙調査に回答した者。
共感性の定義 観察された他者の経験への（個人的な）反応（the reactions to the observed experiences of another）















































































































































表5 IRI の下位尺度項目（日道ら, 2017の日本語訳）（*は逆転項目）






























































個人的苦悩 13．傷ついた人を見ても，冷静な方である。* 0．48 0．03 0．11
視点取得 03．他の人の立場にたって，物事を考えることは困難である。* －0．14 －0．29 0．03
表6 本研究から排除された IRI の質問項目（*は逆転項目）
実習開始直前 実習終了直後 修了後1か月
空想（5項目） 0．74（0．70） 0．75（0．72） 0．79（0．74）
共感的懸念（4項目） 0．76（0．62） 0．70（0．58） 0．79（0．54）
個人的苦悩（6項目） 0．83（0．84） 0．82（0．77） 0．80（0．77）
視点取得（6項目） 0．63（0．51） 0．81（0．61） 0．77（0．71）
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
1．空想1 -
2．空想2 ．774** -
3．空想3 ．674** ．837** -
4．共感的懸念1 -．252 -．040 -．214 -
5．共感的懸念2 ．082 ．274 ．041 ．734** -
6．共感的懸念3 ．017 ．176 ．111 ．623** ．727** -
7．個人的苦悩1 ．397* ．405* ．323 -．001 ．176 ．282 -
8．個人的苦悩2 ．300 ．285 ．277 -．086 ．170 -．018 ．714** -
9．個人的苦悩3 ．232 ．251 ．153 -．106 ．186 -．053 ．634** ．852** -
10．視点取得1 ．075 ．148 -．054 ．611** ．408* ．460** ．156 -．063 -．075 -
11．視点取得2 ．066 ．088 -．090 ．432* ．270 ．263 ．063 -．077 -．152 ．814** -





































共感性 実習直前 実習直後 実習終了1か月後 総数
空想 男 4．23（1．37） 4．23（0．79） 4．34（0．84） 7
女 4．60（1．00） 4．70（0．99） 4．94（0．98） 25
共感的懸念 男 5．89（1．06）f 5．50（1．08） 5．04（1．06）g 7
女 5．38（0．76） 5．56（0．79） 5．59（0．71） 25
個人的苦悩 男 3．52（1．18） 3．93（0．88） 3．71（0．96） 7
女 4．60（0．94） 4．60（1．12） 4．39（1．13） 25
視点取得 男 4．52（0．72）d 5．21（0．48）e 4．60（0．76） 7






























































































































の適合度は，西洋圏（De Corte, Buysse, Verhotstadt, Roeyers, Ponnet, & Davis,
2007; Gilet, Mella, Studer, Gruhn, & Labourie-Vief,2013）や南米圏（Fernandez,
Dufey, & Kramp,2011）と比べ，東洋圏（Siu & Shek,2005）では低いことが
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